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信州ふっころプラン

〔使命〕

民間計画

長野県地域福祉支援計画

〔基本理念〕

ともに生きる
ともに創る
地域共生・信州

行政計画
地
域
福
祉
の
推
進

Ⅰ「ともに生きる」を発信する
Ⅱ「ともに創る」を実践する
Ⅲあんしん未来を創造する

これまでの取組と今後の展望

地域共生・信州
みんなで
取り組む

信州ふっころフェスティバル2021
令和3年11月13日（土）に開催予定

長 野 県 地 域 福 祉 活 動 計 画

進め進め！！信州ふっころプラン信州ふっころプラン

「信州ふっころプラン（長野県地域福祉活動計画）」は

地域福祉に係る県的団体等100団体が参画して2020年に策定されました。

本紙ではプランに沿った協働の取組を順次紹介していきます。

「介護の日」スペシャルトーク
～若者たちと未来を語る～

初
め
て
の
ケ
ア
コ
ン

を
開
催
し
、
他
団
体

と
の
連
携
で
、
介
護

を
目
指
す
学
生
や
現

場
で
働
い
て
い
る
介
護
職
員
が
、
い
き

い
き
と
輝
い
て
い
る
姿
を
地
域
社
会
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

継
続
的
に
ケ
ア
コ
ン
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
介
護
に
か
か
わ
る
関
係
団
体
や
介

護
職
員
が
つ
な
が
り
あ
い
、
共
に
介
護

福
祉
に
つ
い
て
考
え
盛
り
上
げ
て
い
く

力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す

長
野
県
介
護
福
祉
士
会

　柳
澤
会
長

Ⅰ「
と
も
に
生
き
る
」を
発
信
す
る

信
州

ふ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

令
和
２
年
11
月
3
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

視
聴
者
２
６
０
０
人

　「
と
も
に
生
き
る
」「
と
も
に
創
る
」
地

域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
県
内
の
福
祉

関
係
団
体
が
と
も
に
歩
む
方
向
性
を
示

し
た「
信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
」を
手
に
、

様
々
な
個
性
と
可
能
性
を
持
っ
た
人
々

が
、
共
生
と
ふ
く
し
の
未
来
を
み
ん
な
で

感
じ
る
集
い
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

第１回長野県介護技術コンテスト（ケアコン）
最優秀賞

（社福）ハーモニー福祉会 チームレインボー

信
州
ふ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
１

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）に
開
催
予
定
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総
合
的
な
権
利
擁
護
支
援

　
生
活
様
式
や
家
族
の
あ
り
方
の
変
化
に

よ
り
世
帯
の
単
身
化
が
進
む
一
方
、地
縁
、

血
縁
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
身
寄
り
が
な

い
人
が
増
え
て
き
て
お
り
、
県
内
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
公
益
活
動
と
し
て
共
同
で

取
り
組
む「
長
野
県
あ
ん
し
ん
創
造
ね
っ

と
」の
入
居
保
証
事
業
の
利
用
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た
命
と
暮

ら
し
に
か
か
わ
る
重
要
な
場
面
で
い
わ
ゆ

る
保
証
人
が
確
保
で
き
ず
困
難
に
陥
る
状

況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
行
政
、
医
療
、
福

祉
、
司
法
等
の
関
係
機
関
の
連
携
を
促
す

た
め
、
職
能
団
体
が
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

事業所
緊急
就労

緊急就労⽀援
事業フロー

雇⽤開始⽇から2か⽉まで
を対象期間とし、
この期間内の賃⾦の2/3
上限192,000円

⻑野県社会福祉協議会 あんしん
未来創造基⾦

助
成
⾦

農協 ⽣協社会福
祉法⼈

企 業 労働
組合

社会福
祉法⼈社 協

雇⽤
時給900円以上
雇⽤期間は2か⽉以上
雇⽤形態は問わない

受け⼊れ先の開拓協⼒

⻑野県
＋
市町村

受
⼊
承
諾
書

紹
介

相
談

利
⽤
申
請
書

開
拓

利
⽤
報
告
書

助
成
⾦
申
請
書

相談者
介護 農業 配送 製造 サー

ビス 建設 ･･･

協 賛 ⾦

⺠間
寄附

労働
組合

・まいさぽ（⽣活就労⽀援センター）
・⻑野県福祉⼈材センター
・ジョブ無料職業紹介所

Ⅱ「
と
も
に
創
る
」を
実
践
す
る

　
長
野
県
社
会
福
祉
士

会
で
は
、
２
０
１
８

年
度
か
ら
こ
の
課
題

に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、『「
住
ま
う
」権
利
が

阻
ま
れ
た
り
、
課
題
と
な
っ
た
事
例

に
関
す
る
実
態
調
査
』な
ど
を
行
い
、

検
証
・
研
究
し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
実
践
と
し
て
社
会
福
祉
士

が
課
題
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
身
寄
り

な
き
時
代
の
権
利
擁
護
支
援
に
関
し
、

多
機
関（
行
政
・
医
療
・
福
祉
・
司
法
等
）

と
問
題
を
共
有
化
し
、
協
働
し
て
取

り
組
む
提
案
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　長
野
県
社
会
福
祉
士
会

佐
藤
福
祉
活
動
委
員
長

「
防
護
服
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」や「
復
興
！
お

も
い
で“

お
か
え
し”

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

社
会
的
課
題
解
決
の
一
翼
を
担
う
仕
事

で
あ
っ
た
た
め
、
障
が
い
が
あ
る
方
々

も
や
り
が
い
を
持
ち
、
自
信
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
的

団
体
を
は
じ
め
様
々
な
地
域
住
民
・
団

体
・
企
業
等
と
も
連
携
し
、
一
人
の
人

間
と
し
て
役
割
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く

活
躍
で
き
る
場
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　
　長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　小
池
理
事
長

復
興
！

お
も
い
で
〝
お
か
え
し
〞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

6
事
業
所
が
参
加

（
令
和
3
年
4
月
20
日
現
在
）

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
を
し
て

し
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ

た
写
真
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
写
真
洗

浄
活
動
に
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の

仕
事
と
し
て
の
取
組
も
加
わ
り
、
住
民
に

お
返
し
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

防
護
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

13
事
業
所
が
参
加

　
災
福
ネ
ッ
ト＊
等
が
呼
び
か
け
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
用
の
防
護
服

の
確
保
を
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の

仕
事
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
実
施
し
ま
し

た
。

Ⅲ
あ
ん
し
ん
未
来
を
創
造
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
力
強
化

研
修
・
長
野
　
２
０
２
１

令
和
3
年
9
月
1
日（
水
）〜
3
日（
金
）

会
場
：
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
乃
井
ホ
テ
ル

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
解

雇
・
雇
止
め
の
一
方
、

業
種
に
よ
っ
て
は
人

手
不
足
に
よ
る
過
重
労

働
の
実
態
な
ど
の
労
働
相
談
が
あ
り
、

早
期
に
安
定
雇
用
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
が
必
要
で
し
た
。
今
回
は
、
日
常
的

に
地
域
づ
く
り
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
連
携
す
る
県
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク＊
に
よ
り
、
速
や
か
に
相
互
の
強
み

を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
実
現
で
き

ま
し
た
。

　連
合
長
野

　岩
崎
副
事
務
局
長

＊
長
野
県
災
害
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

社
協
、
生
協
、
連
合
、
Ｊ
Ｃ
、
シ
ニ
ア
、
共
同
募
金
、

弁
護
士
会
等
に
よ
り
災
害
時
に
円
滑
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
構
成

＊
長
野
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
　
官
民
22
団
体
で
構
成
。「
長
野
県
ふ
く
し
チ
ー

ム
員
」を
養
成
し
災
害
時
に
派
遣
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

失
業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
、
官
民
共
同

で
あ
ん
し
ん
未
来
創
造
基
金
を
創
設
し
、

生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
い
さ
ぽ
等
の

相
談
員
が
関
わ
る
こ
と
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅲ
あ
ん
し
ん
未
来
を
創
造
す
る

緊
急
就
労
支
援
事
業

令
和
3
年
度
も
継
続
実
施
。

ご
相
談
は
お
住
い
の「
ま
い
さ
ぽ
」へ

緊
急
就
労
支
援
事
業

令
和
2
年
度
支
援
実
績

支
援
者
数
２
０
１
人

助
成
実
績
１
７
５
７
万
４
３
９
円

エコーンファミリー利用者の作業風景。
丁寧にアルバムから写真を切り取ります

大学生が写真洗浄の技術を熟練
のボランティアから教わります

あんどわーく利用
者の作業風景
職員と共同で作業
を進めます

身寄りプロジェクト（南箕輪村）
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農業
観光

まちづくり
環境

地方創生
多分野協働の
プラットフォーム

日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な場づくり

場や居場所の機能

重層的支援体制整備事業(全体)

地域住民

相談支援機関A

多文化
共生消費者

相談

保健・医療

教育

就労支援

障がい者分野

子ども分野

居住支援

就労支援

参加支援事業 
つながりや参加の支援
狭間のニーズにも対応する
参加支援を強化

重層的支援会議

多機関協働事業 
中核の事業を担い、
相談支援関係者へ
連携・つなぎ

包括的相談支援事業 
世代や属性を超えた相談を
受け止め、必要な機関につなぐ

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

継続的な伴走による支援

相談支援機関B

相談支援機関C
地域づくり事業
地域づくりコーディネート

新

新

新

居場所

調整 調整

高齢者分野

生活困窮者支援

地域共生社会の実現を目指して地域共生社会の実現を目指して

障
害
者
分
野

　
高
齢
者
の
支
え
合
い
で

各
戸
を
巡
っ
て
い
る
と
、

ど
う
や
ら
家
の
中
に
障
が
い
の
あ
る
家
族

が
い
て
大
変
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
余
計

な
お
世
話
を
し
て
も
い
け
な
い
と
思
い
何

も
で
き
な
い
」と
民
生
委
員
さ
ん
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
相
談
支
援
専
門
員
は
障
が

い
の
あ
る
方
に「
困
っ
た
と
き
に
は
私
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
民
生
委
員
さ
ん
を
頼
っ
て

く
だ
さ
い
」と
本
人
を
交
え
た
支
援
会
議
等

で
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
場
が
広
が
る

と
民
生
委
員
さ
ん
も
放
っ
て
お
く
こ
と
に

よ
る
心
配
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
困
っ

た
時
に
応
援
で
き
る
体
制
を
重
層
的
に
！

長
野
県
自
立
支
援
協
議
会
丸
山
運
営
委
員
長

子
ど
も
分
野

　
多
様
性
の
中
の
地
域
共

生
社
会
と
は
、
子
ど
も

は
家
族
が
育
て
る
も
の
か

ら
、
子
ど
も
は
家
族
と
地
域
と
い
う
大
き

な
家
族
で
協
働
し
て
育
て
る
も
の
に
変
化

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
一
人

一
人
に
あ
っ
た
成
長
の
見
守
り
と
自
立
で

き
る
未
来
の
場
所
を
地
域
み
ん
な
で
創
造

し
て
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
し
な
が
ら
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
児
童
福
祉
施
設
連
盟
川
瀬
会
長

高
齢
者
分
野

　
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
が
３
５
０
０
万
人
、

75
歳
以
上
が
２
２
０
０
万
人
と
な
り
、
国

民
の
4
分
の
1
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
福
祉
・

介
護
の
仕
事
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ

チ
ー
ム
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
高
齢
者
福
祉
事
業
協
会
萱
垣
会
長

生
活
困
窮
者
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

離
職
や
減
収
に
よ
り
生
活

困
窮
に
陥
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
生
活
困
窮
者
が「
複
合
的
な
課

題
」を
抱
え
、「
つ
な
が
り
の
困
窮
」も
起
き

て
い
ま
す
。
多
く
の
相
談
が
、
既
存
の
制

度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
狭
間
の
ニ
ー

ズ
の
た
め
、
新
た
な
就
労
の
場
や
、
地
域

の
居
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
と
も
に
創
る
」
を

大
切
に
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ま
い
さ
ぽ
長
野
市  

土
屋
所
長

地域共生・信州
みんなで
取り組む

地域共生社会の実現に向けて、令和3年4月から施行された改正社会福祉法により重層的支援体
制整備事業がスタートしました。
これまでの福祉の縦割りを超えて、10年、20年先の未来を見据えた新たな取組が始まりました。
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農業
観光

まちづくり
環境

地方創生
多分野協働の
プラットフォーム

日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な場づくり

場や居場所の機能

重層的支援体制整備事業(全体)

地域住民

相談支援機関A

多文化
共生消費者

相談

保健・医療

教育

就労支援

障がい者分野

子ども分野

居住支援

就労支援

参加支援事業 
つながりや参加の支援
狭間のニーズにも対応する
参加支援を強化

重層的支援会議

多機関協働事業 
中核の事業を担い、
相談支援関係者へ
連携・つなぎ

包括的相談支援事業 
世代や属性を超えた相談を
受け止め、必要な機関につなぐ

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

継続的な伴走による支援

相談支援機関B

相談支援機関C
地域づくり事業
地域づくりコーディネート

新

新

新

居場所

調整 調整

高齢者分野

生活困窮者支援

地域共生社会の実現を目指して地域共生社会の実現を目指して

障
害
者
分
野

　
高
齢
者
の
支
え
合
い
で

各
戸
を
巡
っ
て
い
る
と
、

ど
う
や
ら
家
の
中
に
障
が
い
の
あ
る
家
族

が
い
て
大
変
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
余
計

な
お
世
話
を
し
て
も
い
け
な
い
と
思
い
何

も
で
き
な
い
」と
民
生
委
員
さ
ん
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
相
談
支
援
専
門
員
は
障
が

い
の
あ
る
方
に「
困
っ
た
と
き
に
は
私
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
民
生
委
員
さ
ん
を
頼
っ
て

く
だ
さ
い
」と
本
人
を
交
え
た
支
援
会
議
等

で
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
場
が
広
が
る

と
民
生
委
員
さ
ん
も
放
っ
て
お
く
こ
と
に

よ
る
心
配
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
困
っ

た
時
に
応
援
で
き
る
体
制
を
重
層
的
に
！

長
野
県
自
立
支
援
協
議
会
丸
山
運
営
委
員
長

子
ど
も
分
野

　
多
様
性
の
中
の
地
域
共

生
社
会
と
は
、
子
ど
も

は
家
族
が
育
て
る
も
の
か

ら
、
子
ど
も
は
家
族
と
地
域
と
い
う
大
き

な
家
族
で
協
働
し
て
育
て
る
も
の
に
変
化

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
一
人

一
人
に
あ
っ
た
成
長
の
見
守
り
と
自
立
で

き
る
未
来
の
場
所
を
地
域
み
ん
な
で
創
造

し
て
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
し
な
が
ら
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
児
童
福
祉
施
設
連
盟
川
瀬
会
長

高
齢
者
分
野

　
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
が
３
５
０
０
万
人
、

75
歳
以
上
が
２
２
０
０
万
人
と
な
り
、
国

民
の
4
分
の
1
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
福
祉
・

介
護
の
仕
事
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ

チ
ー
ム
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
高
齢
者
福
祉
事
業
協
会
萱
垣
会
長

生
活
困
窮
者
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

離
職
や
減
収
に
よ
り
生
活

困
窮
に
陥
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
生
活
困
窮
者
が「
複
合
的
な
課

題
」を
抱
え
、「
つ
な
が
り
の
困
窮
」も
起
き

て
い
ま
す
。
多
く
の
相
談
が
、
既
存
の
制

度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
狭
間
の
ニ
ー

ズ
の
た
め
、
新
た
な
就
労
の
場
や
、
地
域

の
居
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
と
も
に
創
る
」
を

大
切
に
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ま
い
さ
ぽ
長
野
市  

土
屋
所
長

地域共生・信州
みんなで
取り組む

地域共生社会の実現に向けて、令和3年4月から施行された改正社会福祉法により重層的支援体
制整備事業がスタートしました。
これまでの福祉の縦割りを超えて、10年、20年先の未来を見据えた新たな取組が始まりました。
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ふっころ
information

インフォメーション

地域福祉、ボランティア等について 県社協一丸となって地域共生社会の
実現に取り組みます。

くらしを支える総合相談について 福祉のお仕事や生涯研修について

介護支援専門員研修・試験、公表について 生活や就労などで
お困りの方

社会福祉法人の運営や公益事業について

お気軽に県社協へご連絡ください！お気軽に県社協へご連絡ください！

常務理事 竹内善彦 　　会長 藤原忠彦　　　事務局長 原佳正

相談事業部 あんしん創造グループ
☎︎026-226-2035・2036

福祉人材センター
☎026-226-7330／（保育士人材バンク）026-217-7787

ケアマネ研修情報センター
☎︎026-226-2000

生活就労支援センター（まいさぽ）
☎︎026-226-2035（本部）

　　　　　  総務企画部 ☎︎026-228-4244
（共済事業）026-226-4126／(運適)026-226-2210／（民児連）026-225-1613

まちづくりボランティアセンター
☎︎026-226-1882

飯山

信州佐久佐久市大町

飯田信州諏訪上伊那

木曽東筑信州長野

令和3年度県社協相談窓口 ＆
スタッフをご紹介します
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と
も

に生
きるを発信する  　

　
　
　

　　
    い

～ ～
と も　　   い き

共生なう わっこ谷の山福農林舎（筑北村）
障がいや様々な個性を持つ人、事情を抱える人々含め地域住民が農林業に携わり、地域×農林業×

福祉の取組が筑北村、麻績村で展開されています。それぞれをつなぎ、ニーズのマッチングを担ってい
るのがNPO法人わっこ谷の山

やまふくのうりんしゃ
福農林舎（以下「山福農林舎」）です。

里山と仕事づくりのつながり
山福農林舎による「木の駅」事業では、住民が自ら山仕事

に従事し、伐採された木を運び込むことで小遣い稼ぎがで
きる仕組みとなっています。お小遣いが稼げることで住民の
モチベーションも変わってくると山福農林舎の代表、和栗剛
氏は話します。その他、丸太の運搬や薪の製造、草刈りなど
は自閉症や精神的な障がいを持つメンバーがスタッフのサ
ポートを受けながら行っています。メンバーの1人は「仕事は
体力勝負だが、自分に合っていると感じていて、就職先を見
つける際にも探しやすい」と今後の事も見据えていました。

仕事づくりと福祉のつながり
法人では、就労継続支援B型事業と認定就労訓練事業

を行っており、メンバーはそれぞれの事情に応じた就労
時間、担当業務に就いています。

メンバーの中には、勤務日を徐々に伸ばし週1日勤務
から毎日勤務している、パニックが減った、などの変化も
見られるようです。生活の拠点も実家からグループホーム、
そして1人暮らしするまでに自立した方もいると言います。

和栗氏によると、「業務によっては免許が必須であり、免許・資格を取得することで目に見えて自身の
努力や成果が分かる、彼らの自信に繋がる」「それが農林業×福祉の良さのひとつ」だと話してくれました。

福祉と地域のつながり
製造された薪は家庭用薪ストーブやキャンプ用に販売されているほか、村営温泉施設の薪ボイラー

にも使用されています。薪ボイラーを併設することで燃料費のコスト削減、村の二酸化炭素排出量削減
が見込まれます。

メンバーと住民の繋がりについて、「住民から草刈り等の仕事を請け負った際、住民の依頼内容を
確実に実行する、するとメンバーは感謝されるといった状況がうまれ、そこに障がいの有無は関係ない。
仕事を通して地域の人 と々繋がっていく」と和栗氏は説明してくれました。
「障がいはお互いを知ることで、尊敬や敬意がうまれる。知らないということは恐れをうむ。障がいの

有無に関わらず、人として知り合うというプロセスが山福農林舎で成り立っている」とも話し、最後には
「障がいといったカテゴライズを崩せるのは地域の住民でしかなく、障がいあるなしに関わらず自然に
人が集まる場所が必要。この地域の自然と共存しながら楽しめる場づく
りを展開していきたい、自然が身近にないと人は生きられないという感
覚をたくさんの人に感じてほしい」と締め括りました。

地域地域××農林業農林業××福祉福祉
でで地域地域とつながるとつながる

丸木を皮剥きし、製材

薪割り機を使用した作業

まちづくりボランティアセンターから
　和栗さんは、「山福」を実現したくて東京からIターン。村社協に勤務しながら顔を広げ、2019
年度法人を立ち上げました。今後のコラボがますます楽しみですね。（井上あ） インスタグラムフェイスブック

SNSでも活動を発信中SNSでも活動を発信中♪♪
NPO法人わっこ谷の山福農林舎NPO法人わっこ谷の山福農林舎
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

webでも
ご覧になれます

分からない言葉はすぐにスタッフに確認します。

（福）萱垣会　赤石寮
　左から ヨランダさん　施設長 萱垣憲英さん　エカワティさん 

コロナが収まったら旅行に行ってみたいです。

ご利用者とたくさん話ができることが嬉しい。

丁寧な対応にご利用者からも人気です。

墨遊びのアートワークショップで、豊さんとい
ろいろおしゃべりをする。今はいろんな病気をし

てなかなか活動的なことはできないが、若かりし頃は自宅から大糸線の電車にのって松本の学校へ通
学し、その後クリーニングの仕事にも就いた、といきいきと語ってくれる。豊さんの栄光の日々 だろう。毎日
電車から見る安曇野の風景は、今でも豊さんの脳裏に焼き付いているのだろう。絵を描こうと誘うと、電
車の絵をよく描く。今はなかなか実現が難しいが、豊さんの実現したい望みを文字にしていただいた。い
つか実現するといいね。

（ながのアートミーティング　取材）

『電車にのって』　

作者：郷津 豊（ごうづ ゆたか） 55歳　
北安曇郡在住

萱
垣
　
介
護
の
技
能
実
習
は
、不
足
し
て
い
る
労
働
力

の
穴
埋
め
で
は
な
く
、日
本
の
介
護
技
術
を
海
外

に
移
転
さ
せ
て
母
国
で
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
の
で
、い
い
加
減
な
こ
と
は
教
え
ら
れ
な

い
と
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
高
ま
り
い
い
刺
激

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
実
習
生
と
は
雇
用
関
係
を
結
ん
で
働
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、監
理
団
体
が
毎
月
訪
問
し
て
、勤

務
状
況
や
生
活
面
、日
本
語
等
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
　
丁
寧
な
日
本
語
で
話
し
、丁
寧
な
接
し
方
で
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
ご
利
用
者
に
と
っ
て
も
、い
い
介

護
が
提
供
で
き
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
対
し
て
、今
後
ま
す

ま
す
人
材
確
保
が
重
要
と
な
る
介
護
分
野
に

新
た
な
風
と
し
て
加
わ
り
始
め
た
外
国
人
人
材
。特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
赤
石
寮
で
は
２
０
１
９
年
か
ら

2
人
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
ド

ネ
シ
ア
出
身
の
ヨ
ラ
ン
ダ
さ
ん
と
エ
カ
ワ
テ
ィ
さ
ん
、施

設
長
の
萱
垣
憲
英
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

ヨ
ラ
ン
ダ
　
助
産
師
の
学
校
を
卒
業
し
て
日
本
に
来

ま
し
た
。仕
事
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。一
番
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
好
き
な
の
で
ご
利
用
者
と
た
く
さ
ん
お
話

が
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

エ
カ
ワ
テ
ィ
　
日
本
は
桜
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。ご

利
用
者
さ
ん
と
お
花
見
が
で
き
た
の
も
い
い
思
い
出

で
す
。

　
　
日
本
で
も
っ
と
日
本
語
と
介
護
の
勉
強
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
老
人

ホ
ー
ム
が
少
な
い
で
す
が
、帰
っ
た
ら
同
じ
介
護
の
仕

事
が
し
た
い
で
す
。

▲
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
は

  

厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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